
〔修士論文要旨〕

心理専門職のバーンアウト予防について
一ワーク・エングイジメントの視点から一

I 問題と目的
近年,メ ンタルヘルスヘの関心は高まってきてお

り,対人援助職の需要は増加 してきている。
そのような中で,サービスを提供する側のメンタ
ルヘルスが問題視されている。バーンアウトの問題

は,看護師をはじめとして,教師 (小橋 ,2013)や
学生 (ク ッシュマン&ウ ェス ト,2006)に も見られ

ることが報告されている。

バーンアウトの定義については,Maslasch(1981)

の 「長時間にわたり人に援助する過程で,心的エネ
ルギーがたえず過度に要求された結果,極度の心身
の疲労と感情の枯渇を示す症候群」とされている。

極端な言い方をすると,今まで精力的に働いていた
人が,急にその意欲が失せたようにいわば燃え尽き
たかのように働けなくなることである。久保 (1996)

は,「対人援助職がバーンアウトに陥るとさらなる

消耗を防 ぐために被援助者 との間に距離を置いた

り,被援助者それぞれの人格を無視 した紋切 り型の

対応をした りする」 とも述べている.本村 。人代
(2010)に よると看護師のバーンアウ トに関わる個

人特性に関するものは,年齢、経験年数,職位,看
護アイデンティティ,性格, コーピングなどとされ
ている.ま た,伊藤 (2000)の 教師を対象とした先
行研究では,授業能力の評価がバーンアウ トに関与
し,同僚との人間関係がバーンアウトを防止するの

に重要な機能を果たすことが示唆されている。バー

ンアウトに関連する概念としてワーク・エングイジ

メン トが挙げられる。ワーク・エングイジメン トと

は,バーンアウト (燃え尽き)の対概念として提唱
された。シャウフェリら (2002)は ,ワーク・エン

グイジメン トは,仕事に関連するポジティブで充実
した心理状態であり,「活力」,「熱意」,「没頭」によっ

て特徴づけられるとしているこエンゲイジメン トは ,

特定の対象,出来事,個人,行動などに向けられた
一時的な状態ではなく,仕事に向けられた持続的か
つ全般的な感情と認知であると定義 している。ワー

ク・エングイジメントに関するシャウフェリ (2009)

の先行研究では,ワ ーク・エングイジメン トが高い

ほど心理的苦痛や身体愁訴が少ないこと,職務満足

池田 達馬

感が高いこと,離転職の意思が低いことが明らかと
なっているc岩壁 (2012)は ,「心理臨床家の場合 ,

心理業務による影響が単純な身体的な疲労にとどま

らず,個人的な深い部分まで達する場合がある」と

述べているcこ のことから心理専門職者は,職務を
こなす うえで,身体的な負担だけでなく,感情的な

負担も大きくなることが考えられるc しかし,近藤・

宮下 (2019)は ,「心理職は他の対人援助職 と比較 し,

達成感を感 じにくい専門職ではあるが,バーンアウ
トに陥 りやすい職種であるとは言えない」と述べて

いる。

これ′らのことから,心理専門職者はバーンアウト
をどのようにとらえているのか及び, ワーク・エン

グイジメン トの視点から,心理専門職のバーンアウ
トの予防やサポー トについての検討を行 うことが可

能なのではないかと考える。

そこで本研究では,心理専門職者がバーンアウト

をどのようにとらえているのか,ま た,ワ ーク・エ

ングイジメン トの視点か らバーンアウ トの予防及

び,サポー トについて検討 していく。

Ⅱ 方法
調査期間 2020年 10月 ～ 11月

研究協力者 臨床心理士または公認心理師資格を
有する保健・医療領域において雇用形態が常勤の者

6名 (経験年数 1～ 4年 :2名 , 5年～ 9年 :2名 ,

10年以上 :2名 )に協力を依頼 し,イ ンタビュー調
査を実施した。

日本臨床心理士会 (2020)に よる第 8回 「臨床

心理士の動 向調査」では,常 勤勤務者 の割合 が
48.0%,各領域の勤務人数の割合では保健・医療領
域が 42.4%であつたため,本研究では保健・医療領
域において雇用形態が常勤である者と限定した。

調査方法 半構造化面接をおこない,ワーク・エ
ングイジメン トの 3因子に基づき質問内容を構成

し,それをもとにインタビュー調査を実施 した。な
お,研究協力者には,事前にインタビュー調査の流
れの説明や質問内容を伝えたcま た,イ ンタビュー

時の協力者の状態をみるため,イ ンタビュー後,質
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問紙に回答を求めた。

質問内容 ①心理業務を行 う中で感 じる活力 (前
向きな気持ちや仕事に対するやる気)について教え
てください。②心理業務を行 う上でや りがいを感 じ

る時を教えてください。③心理業務にとても集中し

ているときや没頭 しているなと感 じるときについて

教えてくださいc④心理業務を通 して感 じる心理専
門職のバーンアウトとはどのようなものだと思いま

すか,の 4つであった3質問紙ではフェイスシー ト
(性別,臨床歴,病院勤務歴,領域,業務), 日本語
版ワーク・エングイジメン ト尺度 (UWES― J), 日本

語版バーンアウト尺度 (MBI)を 用いた。

分析方法 調査で得 られたデータを修正版グラウ
ンデッド・セオリー・アプローチにて分析を行った。

Ⅲ 結果・考察
分析の結果,心理専門職者におけるバーンアウト
予防に関する 28のカテゴリーと 98の概念が生成さ

れた。そして生成されたカテゴリーと概念を用いて

心理専門職者のバーンアウ ト予防に関するス トー

リーラインを生成 した。その結果,他職種と良好な
コミュニケーションが図れることによって心理士と

しての専門性を求められ,や りがいや活力を感 じるc

また,心理士の立場の低さや患者 との関係構築の難
しさなどがメンタル調整の難 しさに繋がる。心理士

の専門業務に活力やや りがいを感 じるが,業務量の
多さがバーンアウ トに関わっていることが うかがえ

る。また,過度な没頭は役割にのめり込みすぎてし
まい,周 りが見えなくなることやケースについて考
えてしまうことになってしまうため,俯腋すること
が重要となる。職場での人間関係が良好であること

で同僚に不満や愚痴をこぼせることや悩んでいるの

は自分だけではないとい う実感を得ることができ,

バーンアウト予防につながることが考えられる。

また,スーパー ビジョンや職場外での繋が りが
あることも心理士自身のメンタルケアにつなが り,

バーンアウト予防につながることが考えられる。

次に患者 (ク ライエン ト)と の関わりでは,患者
(ク ライエン ト)の役に立ちたいとい う気持ちや個
人の内的な関心から活力を感 じ,患者 (ク ライエン
ト)と 上手く関わることができていることでクライ
エン トの所属先と繋がり,心理士としての視点を伝
えることができ,患者に良い変化が起こることでや
りがいや活力を感 じる。 しかし,患者 (ク ライエン
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卜)の変化の分かりづらさから無力感や 自身のなさ
につながってしまい, 自身のなさは心理士としての

未熟さを感 じることにつながる。そこでスーパービ

ジョンを受けることや自己研鑽を行 うことによって

心理士としての成長できることや向上心が満たされ

ることで活力を感 じることがバーンアウ ト予防につ

ながると考えられるc

Ⅳ 総合考察
本研究から,心理専門職者のバーンアウト予防に
ついて以下の 3つの考察が得 られた。

①心理専門職者のワーク・エングイジメン トを高

める要因は他職種との関係性や患者 (ク ライエン ト)

との関係性であり,没頭することが必ず しも良い影
響を与えるものではないcま た,個人の内的な関心
が働きがいとなり,心理業務をこなしながら患者 (ク

ライエン ト)か ら学びを得ることや自己研鑽を行 う
ことで心理士としての成長を感 じながら活力やや り

がいを失 うことなく患者 (ク ライエン ト)と 向き合
い続けていくことができることが考えられた。

②心理専門職者のバーンアウトに関連する要因と

しては,職場での人間関係や患者 (ク ライエン ト)
の変化が分か りづらいことから感 じる無力感や経験

不足から感 じる自信のなさ,心理士の職業性である
と考えられる。

③心理専門職者のバーンア ウ ト予防について ,

スーパービジョンはケースの見通 しを得ることや心

理士としての成長だけでなく,バーンアウ ト予防に
もつながっていくことが明らかとなった。また,や
スーパーバイザーとの関係性,心理士自身がメンタ
ルケアを行 うことや対人援助職ではない友人との関

係性 も重要である。また, 自己分析を行い, 自己理

解を深めることが予防につながることが示唆 され

た。
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